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｢はじめに｣
私は研修歯科医師として,平成22年4月から1年間,本学の臨床研修歯科医師プログラムの中で,複合型
短期研修プログラムを選択しました｡複合型短期研修プログラムは,新潟病院での研修と4ケ月冊の院外研
修先 (-本学以外の施設)で研修を受けるプログラムで,私は院外研修先として一般開業医でお此所になり
ました｡そこで,私が研修した ｢新潟病院における研修｣および ｢院外研修施設での研修｣について報哲さ
せていただきます｡
｢新潟病院における研修｣
新潟病院での研修がスター トした当初は,保険制度の勉強,模型を使った実習を行い,実際の臨床の場で
必要な知識や技術の修得プログラムが行われました (図1)｡その後,総合診療科における一般診療を主体
とし,その他,仁用空外科病棟や口腔インプラントセンターにおける研修,在宅医療に携わらせていただきま
した｡研修歯科医師が処置するにあたっては,他の研修歯科医師がアシストにつくことになるため,研修歯
科医師同士で協力し合って診療を行っていくことになります｡そのため,私の1円は,｢1分の診療だけでな
く,他の研修歯科医師のアシス トなどをして過ごしました｡
研修歯科医師として初めて患者で行わせてもらった処置は,下顎左側第一大臼歯の支台歯形成でした｡そ
の時の記憶は未だ鮮明に覚えています｡
① 軟化象牙質の除去 (どれが離蝕かな?どこま
で取 りきればいいのだろう?)
② 支台歯形成 (模型と違って口腔内での形成っ
て難しいな｡見えにくい｡)
③ 暫間被覆冠の製作 (形成に時間がかかってし
まった｡急がなければ｡)
--すべてのステップで時間がかかってしまい治
療時間が長 くなってしまいました｡その原因とし 図1 模型上での窟洞形成の様子
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て,最初の軟化象牙質の除去は,離蝕検知液を使用しながら行ったのですが,手際が悪かったのだと思いま
す｡支台歯形成は,模型と違って患者の開口量に限界があり,バーが入りにくく,舌や頬粘膜の損傷を避け
ようと注意しながら行っていたので時間がかかりました｡暫間被覆冠の製作に関しては,常温重合レジンの
取り扱いに慣れておらず,時間がかかってしまいました｡初めての処置は思った以上に緊張と苦戦の連続で
したが,指導医の先生からのアドバイスにより,なんとか終わらせることができました｡
新潟病院では支台歯形成以外に,レジン充填から抜髄,抜歯まで,ひと通りの基本的な診療を経験させて
いただきました｡どれも経験の浅い私にとっては,なかなかスムーズにこなせず,すべての処把が困難であ
りましたが,先輩の先生方の温かな指導 ･助言のおかげで無事に済ませることができました｡
口腔外科病棟における研修は,抜歯等の外科処置や全身麻酔下での手術に挽わらせていただきました｡全
身麻酔下で手術を受けた患者については,その周術期管理にも関与させていただきました｡私は40代の岨咽
筋腫 ･臆膜過形成症の患者を担当し,周術期管理を行いました｡術前術後の全身状態に異変はないか,精神
的な不安がないかを診ていくうちに,だんだんとその患者が打ち解け,様々な話をするようになりました｡
例えば,手術や入院生活に対する本音であったり.仕串の話などをしました｡それにより,手術を受ける患
者がどのような気持ちなのか,また.どういうことを思っているのか,さらに,その患者にはどういう曹景
があるのかを知ることができたと思います｡
口腔インプラントセンターでは,治療チームの一員として研修させていただきました｡アシスト,見学が
メインでしたが,治療に鵜わらせていただくことで,インプラント治療の流れを班解することができまし
た｡また,インプラントの症例検討会や模型実習が毎週行われており,租極的に参加させていただくことで
知識を深められました｡
在宅医療では,歯科医師と衛生士でチームをつくり.施設や患者の自宅を訪問し.治療を行わせていただ
きました｡在宅医療には.初めて関わらせていただきましたが.通院が困難な患者のところへ向かい.口腔
ケアや治療をすることの兎要性を知ることができました｡
新潟病院での研修をふり返り,さらに勉強になったことは.一般診療だけでなく,在宅医痴などにも拙わ
らせていただき,多方面の知識を得ることができたことです｡歯科医師になったばかりの私は.いろいろな
知識を符たいという欲求がありました｡ですから,そのような私にとって.新潟病院での研修はとても充冥
したものであったと思います｡診療においては,基礎的な部分からアドバンス的な部分までしっかり教えて
いただき,わからない串があった時には各専門分野の先生方が親身に相談にのっていただけたことがとても
良かったです｡経験ある先生方と話をさせていただいたことで,さらに深い知識を得ることができたと思い
ます｡
｢院外研修施設での研修｣
院外研修施設として,私は7月から10月末までの4ケ月間,北海道旭川市にある新崎歯科医院にて研修を
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受けさせていただきました｡新崎歯科医院ではこれまで40人近くの臨床研修歯科医が研修を受けています｡
そこで過ごした4か月は私にとって非常に有意義なものでした｡院外研修先では,基本的にその歯和医院で
の診療規則に則り研修を行います｡お昼をはさみ,9時から18時まで診療を行いました｡見学やアシストよ
りも,実際に処置にあたらせ七いただけたので,診療時間中はたくさんの患者を診させていただきました｡
新潟病院で診療していたころに比べ,開業医では1日に診る患者の数が多いことに驚きました｡
新崎先生に最初に教えていただいたのは,歯科医師としての自覚,あり方についてでした｡｢自分はもう
学生ではなく一人の歯科医師なのだ｡そして自信を持って患者に接する事が患者に安心感を与えるのだ｣と
いう意識のもと,診療にあたることの大切さを学びました｡その意識は今でも心に残っており,診療の際は
常に自信を持って処置に携わるように努めております｡
歯科医師としての自覚を持った上で,治療の技術を教えていただきました｡ 物覚えの悪い私ですが,新崎
先生の熱心な指導のおかげで随分技術が身に付いたと思います｡熱心な指導であったのは当然のことで,忠
者に治療行為をするわけですから,甘い気持ちでいることは患者に失礼であるからです｡新崎先生に教えて
いただいた技術の中で,特に重点をおかれていたのが,麻酔方法の習得でした｡それは,新崎歯科医院では
無痛治療を診療のモットー に掲げており,麻酔の際も痛みを与えないようにしているからです｡麻酔に恐怖
を覚える患者はたくさんいます｡そのような患者に痛くない麻酔をしてあげると,患者の不安はなくなり,
麻酔に対する恐怖心はほとんどなくなります｡現在も,患者に麻酔する際は痛くないように心掛けて行って
おり,患者に ｢あれ,もう麻酔したの?｣,｢先生の麻酔,全然痛くないよ｣などと言っていただけると非常
にうれしく思いますし,自信にもなります｡
その他,新崎歯科医院では,治療技術以外にも様々なことを教えていただきました｡例えば,地域住民と
の触れ合いです｡その地域にはどのような人が住んでおり,どのような生活をしているのか,交流を通して
地域の特徴を知ることがでます｡それにより,患者の生活や家庭環境を考慮した上で,望まれる処置はどう
いったものか考えることができます｡また,"食育"についても教えていただきました｡食べ物が最初に入
るのは口腔であり,歯科医師と "食"とは密接な関係にあります｡先生には北海道の海の幸,山の幸など
様々な料理を食べさせていただきました (図2-a,b)｡畑で野菜の収穫なども行い,たくさんの楽しい経
験をさせていただきました｡それらの経験を通して,食の大切さを実感し,歯科医師として口腔を管理する
ことの重要性を再確認することができました｡
開業医における研修で良かったことは,開業医のスタッフの一員として実際に治療に携わらせていただく
ことで,大学病院との違いを知ることができたこと,大学病院の治療に対する考えだけでなく,開業医での
経験も生かした,幅広い考え方をできるようになったことです｡
｢おわりに｣ J
大学病院だけでなく,開業医でも研修を受けられたことは,とても良い経験になりました｡大学病院のあ
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図2-a,b 北海道の海の幸
りノJ-,開業医のありノJ'.それぞれのもつ利点欠点など.多くの車を知ることかできました 私か刑i'J:/Ia)ul
は,あまり多くの処世をさせていただけませんでしたが,研修困科医r肌こなるといきなり=分で洲1,i'･を/1)う
ことになるので,最初は ｢l′1分ひとりでできるかな?｣という不安もありました しかし. 1隼刷のイl)HlJiを
通してrl分にもI′l信 がつき.子翻嘉を行うことに不安はなくなりました
私はイ胴/ilu寸科医師にとって人切なことは.問題解決型HLIJ､;･':習fJ'巨)Jを射 こ付けることだと思いJlす 例え
ば,なぜ抜髄に時日'Uがかかってしまったのか.抜困できなかったのかなど.洲狛 ~刈づる反省点とそ0)IlJ･'liJi
法を考 えたり,,i渚 の治頂計両について考える, それらを自分なりに十分考えた 卜.で,描_jr,(I)矢と.,lL合うこ
とによって.より適切な答えを導きだせるはずです 詔し合いを･T(.ぬることにより思考か深まり,より良い
治療を裾うための糸目になると偲います,
研修l'J:['4判別巾として,指導医の先/吊こ指 導を仰ぎ.."rT･し合いを.T(.ぬることで.基本的な処L'l'ftL二日)JJる知識
や技術は身に付きました.しかし.1作目'UのイI)rl/tではまだまだ不1!).･1:.I:なもo)かあり. 診蜘し川日か長･JHくこと
もありますが,それに闇しては今後.診偵相鉄を増 していくことで補っていけ]いよよいと想います｡
とても充JjSしたイ胴参/lil/'lTT･を送ることができたと思います, この場をお情りして,お1日:.lrT'になった先/I:.)j-に
心より感謝申し日ヂます｡
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